
学校目標 具体的な手だて
生徒一人ひとりに応じた学習活動を
行うことにより学ぶ意欲を高め、安
全に学習活動を行える環境づくりの
体制を築く。

① 観点別評価を推進し、授業評価や研究授業の実施を通して授業改善を図る。
② 学校外の単位認定制度の活用により、生徒個々の学びのニーズに応える。
③ 長期休業期間中の講習に進学対応講座を設定し、個別学習指導を実施する。
④ 履修・修得状況を正確に把握し、履修指導を的確に実施する。
⑤ 災害・防災の知識を深め、自然災害に備える防災教育を実施する。
⑥ 次年度から始まる新教育課程へのスムーズな移行を図る。

さまざまな環境にある生徒を全体で
支援する体制を築き、生徒の希望や
能力に即した進路指導の推進を図
る。

① 教育相談体制の確立および生徒支援体制の充実を全体で図る。
② 日本語を母語としない生徒支援体制の充実を図る。
③ 進路指導室の整備充実と、個に応じた進路指導の推進を図る。
④ 総合的な学習の時間を中心としたキャリア教育全体（シチズンシップ教育を含む）の充実を図る。
⑤ 校外の就業体験学習(インターンシップ)を実施する。

多様化する生徒の相互理解と自主的
活動を促進する生徒支援の視点に
立った学校づくりを推進する。

①　機能的かつ効果的な生活指導体制の充実を図る。
②　交通安全や薬物乱用防止等、生徒が自己や他者を守り、大切にするための教育を推進する。
③　文化祭や球技大会等の学校行事に生徒が積極的に取り組めるよう、生徒の自主的・主体的な活動を支援する。
④　教科外活動を充実させ、それらに生徒が主体的に取り組むことによって自己肯定感や自己有用感を高めることができるよう、支援する。
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